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チョー簡単！
「コピーでラベル作り」とその耐久性

標識･銘板･ステッカーそして､製品の説     明書から

警告表示、段ボール箱の表示や荷札など、製造物

責任法施行後からグ～ンと目立ってきた表示物の

在り方の大きな変化、・・・つまり、掲示してあ

るだけでは表示と言えない（表示の根拠）・表示

があっても理解できない（表示の決まり）・表示

をいつまで維持出来る（表示の耐久性）などの他

に、最近では少数､多品種､短納期で製作してロー

コストなど、益々表示の内容や　　　製作手段が厳しい

状況となってきました。

そこで、このところ多く見掛けるのがコピー機

やプリンターを利用して簡易表示する掲示物の製

作です。例えば、手元にあるコピー機やプリン

ターを利用して表示内容を作り、それをラベルな

どの掲示できる形に様々な加工ができる「表示･掲

示物の社内製作」機器で、 9580＃にある表示物

加工用機器「ザ     イロン」などの出現により誰にで

も可能になりました。

しかし､これら簡易表示の掲示手段の出現により

大変便利で有り難いこととなったのですが、反面

メーカーなど表示を行う側にとっては､「表示･掲

示物の社内製作」が出来る様になった事による十

分慎重な留意が必要なことがあります。

それは､簡単に表示できる手段が整ったこれから

は「警告表示など表示があるべき     物には必ず表示

があって当たり前」となってしまったこと。

つまり､「必要なとき必要な内容の表示が無ければ

表示の欠陥＝少数､多品種のため表示の製作手段が

無いと言えない＝表示無しの言い訳なし」とな

り、 7341＃にもある表示の３Ｋ問題なども考え

に入れたＰＬ対策の見直しが急務と言えます｡

簡易表示の掲示     手段って、どんな方法がある ?

ここでは、その殆どの加工方法に対応できる安価で

簡易型の掲示物作成機として販売している 8850＃

の「ザイロン」を例にしました。（左写真）

１）ラミネートこれはとても多く普　　　及している

例として、今、皆さんがお持ちの○○会員カード

とか、食事に行ったレストランのメニューがラミ

ネートしてあったりとか、蛇足な例ですが、機械

などの取扱注意や説明書が立派にラミネートして

あって「△注意スグ見える所に大切に保管し

て？」など、

「まず、取扱注意

の取扱方法を注意

してから、その注

意を△の注意喚起

シンボルでコレ注

意喚起シン        ボルな

ので注意して見な

いと行けませんと

注意して！」つま

り、それほどに注

意の文字をたくさ

ん使うくらい注意

表示して、取扱説明書を保護するのですからラミ

ネート加工とはとても大切な役目のものなのです｡



❷

糊付け加工は、作品の裏面だけと

は限りません。ポスターやカタロ

グの表面側に糊をつけることで、

ウィンドーガラスの内側から貼付

して表示する事もできます｡

ヒント

＊ラミネート加工する方法としては、フィルムを熱し

て紙を密封するホットプレス方式と接着剤加工された

フィルムをローラーで圧接着するコールド方式があり､

コールド方式はウォーミングアップの時間無しでスグ

加工でき、ラミネートの仕上がりが薄く柔軟性があり

ます。

＊ラミネートの種類としては、コピーなどの作品（以

下：表示をデザインしたコピー紙などを指す）を両面

から　　　挟んで密封する両面ラミネートと、作品の表面だ

けを保護して表紙などに使用するとか、裏面をラミ

ネートして紙などを破れから保護する片面ラミネート

があります｡

＊片面ラミネートの応用例としては、例えば、４頁の

事故防止札や荷札の補強の様な用途も考えられるほ

か、マグネットシートや樹脂銘板などの表面保護とか ､

市販のコピーやプリンター用のタック紙（ラベル用

紙）で作品を作った物に片面ラミネートする事で、

２）のステッカーと同じになりますが、特殊な用途で

無ければ、２）で加工した方が安価なことは当然です｡

２）ステッカーとは、表面をラミネートし裏面

に糊付け加工（逆も可能）したラベル加工をステッ

カーと称して表現して     います。いわゆる手書でも

コピー紙でも作品表面を汚れなどから保護して、

裏面に接着剤（糊付け）加工を施して、コピー用

紙などの作品その物が耐久性のあるステッカーに

なるのです｡

＊接着剤（糊

付け）には強

粘着用と貼り

剥がし（再剥

離）用の２種

類があり、使

用目的で使い

分けできま

す。

例えば表示が

剥がされたり

汚れたりして

は困る

「注意や説明」などの表示が急に必要な時などには、

例え一時的な仮表示として表示する場合であっても、

簡単に剥がせない接着剤を使用しなければなりません

し、またその維持には細心の注意が必要です｡

＊貼り剥がし（再剥離）用の接着加工は強粘着とは異

なり､後日必ず剥がさなければならないステッカー、例

えば展示会やショーウィンドウなどに使用のディスプ

レイや糊付け面を作品の表      裏反対に加工してポスター

やカタログをガラス戸に貼付るなど、自動車前面ガラ

スの整備点検証の例を参考にお考え下さい｡

３）糊付け加工とは､作品の片面に糊付け（糊引

き）のみを加工します。例えば、特別にデザイン

した作品に限らずポスターやカタログなどを簡単

に加工してラベルに変身させる事が出来ますし、

注目される用途としては、手工芸の作      品作りで布 ･

革･押し花など厚さ2ﾐﾘ位までの物なら簡単に糊付

け加工ができ､何処でも作業できることです｡

＊粘着剤は、

２）同様に

強粘着と貼

り剥がし用

の2種類があ

り、特に貼

り剥がし用

はデザイン

や版下製作

などでレイ

アウトやマ

ウント用と

して欠かせ

ない物です｡

しかも､

9580＃

イラストの

接着剤の様に刷毛塗りやスプレーの吹き付けでは、

溶剤や噴射剤の環境負荷が大きく、更に室内で不用

意に噴射すると人体は勿論ながら、パソコンやカメ

ラなど精密機器にダメージを与える事があるから

です。とにかくラベル一枚作るにも、あれこれ思い

やりや安全確保　　　が必要なのですが ､ザイロンの使用

ではその心配もありません｡ 8850＃ 1250＃



❸
簡易表示する上で特に大切な事。

まず､「簡易表示」と言う用語は明確な規定や基

準はありませんので「簡単に表示を作ったり掲示

出来るように加工できて量     産しないモノ」のこと

として説明しますので､その簡易表示用として加工

したモノが、従来品のラベルや量産品と比べて機

能や耐久性に優劣があると言うことではありませ

んので､十分ご注意下さい｡

仮に簡易表示したのだから・・・・・・・

と、言い訳にな

らない事。

これは、初め

に述べてある通

り警告ラベルな

どの表示に限ら

ず､「コレこの

通り・・・」と

表示を掲げた

ら、その内容は

勿論ながら掲示

期間中の維持管

理にも責任が及

ぶ事です。

ですから「○○で作ったラベルなので私は貼り付

けただけ・・・」では、責任回避にはならないと

言うことです。

ちょっと堅くなりますが、日本工業規格JIS B-

9100（農業機械-）では「表示は、通常の使用条件

で消えず､はがれないものでなければ      ならない ｡」

とか、JIS Z-0150（-荷扱い指示マーク-）の規格で

は、あの宅配便などでペタペタ貼ってある「壊れ

もの」や「取扱注意」のラベルにしても「ー流通

過程において、著しいにじみ､摩滅､すれ､退色､は

く落などが生じてはならない｡」と表示の耐久性が

規定されているのです｡

ついでまでに、 2110＃ にも関連するアメリカの

ANSI Z535.4規格となると更に具体的で、ラベル

の保護･期待寿命・保守などと細かに規定されたう

え、ラベルの交換や貼付手順にまで及んでいます｡

（参考までに、ラベルや警告表示の試験規格について

は 7341＃ が参考になります。また､登録コードをお持

ちの方には丁寧にアドバイス致しております ｡ ）

表示したモノには、内容と材質と寿命

にそれなりの責任があると言う事。

ここでは、簡易表示がテーマですので、通常の

ラベル（印刷業者が製作するラベル）については､

「なかまぼっくす」に表示のデザインや規格・試

験など「日頃あまり気にならないが、製品のデザ

インや製造      の当事者となった途端に読みたくな

る？」情報がたくさん掲載されていますので総合

メニュー ７０＃ から選んでご覧下さい。

（この情報や 9573＃ 9574＃は、簡易表示の問題の

みを取り上げています。）

まず、簡単に急ぎ表示したいと言うことが目的で

すので､それに用いて表示する材料に特別なものを

調達するのでは      意味がありません。つまり汎用の

コピーやプリンターを使った、いわゆる「在る物

使って安く確実に」が条件となります。

Ａ）手書き／何でも利用できる～仕上がりは腕次

第～マグネットシート・樹脂シート・革･布など

アイデア次第。

Ｂ）カラープリンター／デザイン自由自在？～文

字から写真まで～プリンターの専用紙に限られ

る事と機種やインキによっては、耐光      性や耐水

性に相当な注意が必要。

Ｃ）カラーコピー／使い方はアイデア次第？～普

通紙や色付き紙､コピーの機種やトナー色の種類

で耐光性が著しく異なる～コピーの機種毎に対

応が異なる事と､色彩の微調整ができないと原稿

通りの作品ができない。



❹

9571 ＃ ＝引っ張りや水濡れについて、

9572＃ ＝カラーコピーの耐光性など､

片面ラミネートは、表面を保護

するだけでなく､ 荷札などを破

れにくくしたりカードの厚みを

増すなど、補強や堅さを利用す

る目的にも使用されます｡

貼れば良い・あれば良い・・・・・・なら、

表示しない方が親切かも知れません｡

表示物を掲示するなら・・・・・・

紙やフイルムの基材・インキやトナーの種類

・接着剤などの固定手段など、それぞれに耐

久性が      異なる事に注意が必要です ｡

警告表示 8345＃ に利用するなら、

慎重な対応と事前調査が大切です｡

（参考例として､良く調整されたコピー機であれば、

ANSI Z535.1規格の安全色彩の許容差の範囲内に、

2110＃ のカラーチャートを使って１色毎に対応可

能です。なお ､黒色だけは機種によってカラーコピーで

は対応できない場合があります。）

表示には寿命があり、それは掲示する

環境で異なる事｡

あたり前の事なのですが、ラベルを貼ったり見

たりする人がラベルの素材能力以上の期待をする

ので起きる問題なのです。

とにかくラベル

は前述の構成図

の通り、ラミ

ネートフイルム

・イ     ンキやト

ナーと紙などの

作品・接着剤な

どと3つも４つ

もの素材の組み

合わせで構成さ

れていますの

で、これら全て

が同じ寿命で期

待する期間表示

するのは大変な

事なのです｡

しかもラベルを貼る場所の環境や貼付面の材質

や温度など、これら全てが予測も把握もできない

場合が多く、頼れるのは「使用した前例や実績と

試験した評      価による寿命推測」だけなのです ｡

しかも、それら全てがユーザーの要求にピタリ適

合する事はごくまれなのが実状です。

｢なかまぼっくす」のバンセイでは、簡易表示す

るのに参考となりそうな資料や情報について、積

極的に提供しています。

また、会員登録コードをお持ちの方にはこれらの

ノウハウを利用した場合の耐久性などについて、

丁寧にアドバイス致しております｡

何より恐いのは､作品そのものが消えた

り変わったりする事｡

とにかく便利で安くて簡単にラベルなどの簡易

表示の掲示手段が得られる今､「もう使わない手は

無い!」となる現象は既に沢山現れています。だか

らこそ私達は簡易表示する場合の問題点をできる

限りここに提示して、正しい使い方で安全な表示

に利用して頂ける様に関連の規格紹介･資料情報提

供やアドバイスをしています｡

結果的に一番の問題は、前述の加工方法や構成

の説明にあるフィルム・糊などの加工に用いる素

材については、メーカーの提示仕様書の通りであ

り従来のラミネートやラベルと遜色の無いものと

言え､簡易表示に於いては無理な用途に転用しな     い

限り問題なく表示できます｡

しかし､その表示に用いる作品のプリント紙やコ

ピー紙の選択は、ユーザー側で選択して用いる訳

であり､その作品個々の耐久性は把握できない点に

問題があります。

（これらのデーターは一般に公表できるものではあり

ませんので、ユーザー個々に耐久性などを試験され

るか、会員登録コードをお持ち頂いた方のみに機種

や用途などをアドバイス致しております｡ ）



カラーコピーの耐光性の参考までに、黒いカラスが日焼けした実際のお話。
❺

「なかまぼっくす」は生産財情報の宝箱
この情報のほか、表示に関する情報などを積極的に紹介しています。

お仕事が一段     落の折りにＦＡＸから、気軽に取り出してご覧下さい。

アクセス番号は０３－５７５１－７０７０です。
総合案内メニュー ７０＃ を取り出して情報をお選び下さい｡

（ｈｐ-4-6／90・8346＃）

♥このお話しの関連情報は、 9572 ＃ 「カラーコピーの耐光性」で詳しく説明してあります ｡

日焼け注意

黒
い
カ
ラ
ス
が
緑
の
オ
ウ
ム
に
？

ヒャ～ケ～ッ！！  
カラスは「烏の濡れ羽色」のとおり

黒い色を表現する諺に多く使われて

います｡では､このカラスが日焼けし

たなら果     たして何色になると思いま

すか・・・グレー？ 白？

コレ、このイラスト作成のＳ君の

経験で、某社の依頼で一生懸命苦労

してカラスのキャラクターをデザイ

ンしましたが・・・某社､偉い人の

「カラスは黒くて暗い！白いハトに

替えて・・・」で苦労も努力も全て

・・・没 ｡

徹夜までして創作したカラスがハトに活躍の場

を奪われ　　　てしまい、用無しカラスはパソコンの

ハードディスクの隅っこに追いやられ、そろそろ

ゴミ箱に捨てられる運命と思っていた矢先・・・

同僚のＡ子さん、マンション住まいでベランダ

の洗濯物をときどきハトが覗き見に来るので困っ

ている・・・何かハトを寄せ付けない方法・・・

知らない？チュ～ノ！

そこで、Ｓ君閃いた！ あのカラスの出番だ！

しかも憎いハ     トを懲らしめると、早速カラーコ

ピーでカラスを何羽もコピーして「このカラス軍

団をベランダに吊せば、ハトは恐くて逃げて行く

・・・カラス満足、Ａ子ちゃんは感謝！、Ｓ君何

かを期待？」・・・だったハズなのですが、

・・・数ｹ月後Ａ子ちゃん曰く「あのオウムみたい

なトリ、ハトなんかに効き目無いよ！」とは､大好

きな彼女とは言え、バカにする　　　な俺のカラスをオ

ウムみたいなトリとは、お付き合いもコレまでと

Ａ子ちゃん家のベランダ見てビックリ仰天！！

黒だったカラスが緑色のオウムになって並んでる

・・・どうして黒が緑に！？

これは、カラーコピーのトナーが日光の紫外線

で変・退色したもので、機種や色・日光の照射時間

でその変化に大きな差があります。

カラーコピーや　　　プリンターの印刷物などはＣ ・Ｍ・

Ｙ・Ｂｋ（青・赤・黄・黒）の４色の組み合わせで表

現してますので、それぞれの色の耐光性が異なり

ますから必ず変･退色が発生します。特にカラーコ

ピーした黒色は、複写条件によっては黒のトナー

だけで成り立っているとは限りませんので、期間

経過後の変･退色発生に注意が必要です｡

この様に、どの位の期間でどの程度の変･退色が

起きるかなどのデーターは、自社で試験するにし

ても長期間の暴露試験を要しますので、表示の維

持管理で最も困難な問題です｡

とにかく、色が変わるならまだしも表示が消えた

らタダの紙となるのですから要注意です｡

「なかまぼっくす」のバンセイでは、経験に基ず

く資料やデーターを参考に、表示に関する情報提

供やアドバイスをしています。もし、表示の事で

不安や悩みがありましたらご相談下さい。会員に

とっては過去に解決済みの問題かも知れません｡


